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2022 年度事業 進捗報告書（実⾏団体） 

● 提 出 ⽇ ： ２０２２年 ８⽉ ３０⽇ 
● 事 業 名 ： 『共⾷』と『⾷育』でつなぐ⼦ども居場所物流整備事業    
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈ＮＰＯホットライン信州 
 

①  実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 
達成 
時期 

現在の指標の達成状況 
 

進捗 
状況＊ 

0101.ロジ拠点（共同事業体あ

るいはコンソーシアム）が解決

すべき課題を共有できている 

ロジ・ハブ拠点の管理

を担うメンバー内で

解決すべき課題を共

有出来ているか 

物品の受け⼊れ配布等

システム化に向けて共

有化の構築を図ってい

る 

2024 年 

3 ⽉ 
 

達成状況総合９０% 
① ⻑野市と塩尻市に⼤型物流拠点として倉庫の設置を配置

100％。塩尻市有効活⽤ 80％(課題専従者体制)。 
② 今後は、受け⼊れ実態に合わせて、必要ヵ所に配送が⾏われ

ているが、システム化が課題となっている。75％ 

１ 
 

0102.ロジ拠点（共同事業体あ

るいはコンソーシアム）が協働

して事業を振り返り、改善させ

ている 

 

➀参画団体・機関によ

るネットワークが⽣

まれているか 

②参画団体・機関が継

続的なコミュニケー

ションを図っている

か 

 

➀ネットワーク会議に

参画する企業や⾏政が

⽣まれている 

②ネットワーク会議や

⾷フェスタを通じてコ

ミュニケーションでき

るコミュニティの素地

が⽣まれている 

2024 年

3 ⽉ 
① 達成状況５０% ②達成状況６０% 

 
② 2022 年度 特出すべき取り組み 
【ネットワークの進化】 
・5 ⽉ 19 ⽇「共⾷でつながるフェスタ」企画会議〜実⾏委員会
を開き、⾷料⽀援の持続可能なインフラづくりを共有。 
・新たに、今年度から実⾏委員会に、参画企業の代表として⻑野
⽜乳㈱社⻑や社会福祉法⼈信濃福祉救護施設旭寮施設⻑が加わ
り更なる広がりをみせている。 
・⼀⽅、県内の共⾷⽂化継承として、 OYAKI FARM（おやきファ

２ 
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ーム）を拠点に、「⻑野名物おやき」１万個/⽉の配布ネットワー
クとおやき作りなど県内に広がりをつくっていく。 
【新しい繋がり】 
 ・６⽉９⽇内閣官房孤独孤⽴対策室から「孤独・孤⽴対策官⺠
連携プラットフォーム」の相談⾯談・物資⽀援の要請を受託。 

  内閣府を中⼼とした官⺠連携のネットワークの広がり。 
・6⽉ 13⽇ヨシケイ冷凍弁当 16,000 ⾷受⼊れ体制を構築 

  県内の⻑野市・上⽥市・松本市・塩尻市・飯⽥市の５ヵ所と
岐⾩県で受取、各ネットワークハブ拠点〜各こども⾷堂へ配
布され、多くの⽣活困難者への⽀援につながった。 

 ・5 ⽉ 31 ⽇⼤塚製薬カロリーメイト 96,000個 6㌧県内対応 
 ・7 ⽉ 16⽇⻑野市で「信州こども⾷堂夏フェスタ in 桜スクエ

ア」は、1５のブースが並び、420 名が参加。 
 ・7 ⽉ 30 ⽇塩尻市「⼦ども・若者応援フェスタ」でお弁当 800

⾷や⾷材、⽣活⽀援物資受取配布など 2.2㌧対応。 
 ・8 ⽉ 18 ⽇〜19 ⽇⻑野市で『出張！信州こども⾷堂 in 裾花⼩
学校』で 2 ⽇間⾏われ、今後学校での拡⼤が⾒込まれる。 

・8 ⽉ 29 ⽇県社協とのコンソーシアムを組み「社会的養護出
⾝者若者サポートプロジェクト」の事業を通じて、県内市町
村社協との連携強化が図られる。 

0201.ロジ拠点が地域に必要な

ものを発信できるようになる 

 

課題解決に適した事

業規模に基づき、⼈・

モノ・カネがどれくら

い必要か発信するこ

とができているか 

ホームページ等広報媒

体を通じて本事業にお

けるニーズを発信して

いる 

 

2024 年

3 ⽉ 
達成状況 80% 
5 ⽉ 19 ⽇むすびやで「共⾷でつながるフェスタ」企画〜実⾏委
員会にて、「⾷の物流ネットワーク整備プロジェクト」に、全国
⾷⽀援活動協⼒会と⻑野県・地域振興局・県社協、信州こども⾷
堂ネットワーク関係者ら約 22 名が、活動に必要な⾷料⽀援とあ
んしん⼿帖を使った衛⽣講習会の実施の取り組を共有した。      

２ 
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 ・活動状況を HPで適宜発信している 
 ・Facebookは、連⽇掲載している。 
 ・ネットワーク便り 250⾴発信した。 
 ・NHK・新聞などメディア都度掲載 
9 ⽉ 15 ⽇午前中は、北海道・⼭⼝・⿃取・⻑野・チャイルド・⾷
⽀援 13名による「⾷の物流ネットワーク整備プロジェクト」中
間評価の実施状況と全体「MOWLSプログラムの進捗共有」の会
議と「おやきファーム」の⼯場を視察。 
続く午後は、11/12 ⽇開催の「共⾷フェスタながの」実⾏委員会
を⾷⽀援活協・県・社協・企業・各種団体・信州こども⾷堂ネッ
トワーク 27 名で意⾒を交換し、①こども⾷堂 370 ヵ所をめざす、
②⾷の物流ネットワークの整備、③⾷⽀援・⾏政・企業・団体と
の連携強化と今後の「共⾷」に向けての意思結集した。 

0202.⽀援地域内で協⼒してく

れる企業・⾏政が増える 
協⼒企業や⾃治体の

数 

 

➀40 企業・20 ⾏政・40

団体との連携 

 

2024 年

3 ⽉ 
達成状況 70% 
・⻑野県 こども若者局 次世代サポート課県⺠⽂化部⼈権・男⼥

共同参画課及び各企業とのつながりを強めている。 
・塩尻市こども教育部家庭⽀援課と塩尻市⺠⽣委員宅配事業で 
⼜、⽣坂村教育委員会⺟⼦家庭⽀援、⽴科町町⺠課など連携。 

・⻑野市環境部、松本市こども部こども福祉課・中野市など 
・⻑野県社協・各市町村社協など 
・各企業、団体、NPOなど 
・企業団体等⽀援物資提供・寄附など 

⾷品寄贈 22 社、資⾦寄付 3社、⾃動販売機設置協⼒ 35 社等 

２ 

0203.資⾦分配団体や他ロジ拠

点同⼠が連携することにより、

情報が集まる 

他ロジ拠点からもら

った寄付⾷品の量（シ

ステムから把握） 

① 個数 40 万点 

②重量 30 ㌧ 

 

2024 年

3 ⽉ 
① 個数 31万点⇒達成状況 77.5%（2022 年度 4〜8 ⽉分） 
② 重 量 35㌧⇒達成状況 117%（2022 年度 4〜8 ⽉分） 
当団体の取組が内外共に⾼く評価され、期待が⼤きく、信頼度も
⾼いため、物資量も集まり、需要も⾼まっている。 

１ 
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0301.⾷品寄付等を受け⽌めら

れるハブ拠点（保管場所）が充

⾜している 

 

寄付⾷品を適切にス

トック・シェアできる

ロジ拠点・ハブ拠点の

設置数 

本事業の計画で新たに

ハブ拠点を 4 カ所増し

12 カ所を⽬標とする。 

 

2024 年

3 ⽉ 
達成状況 142% 
・飯⼭１、中野１、⻑野 5、上⽥１、塩尻 2 

松本４、伊那１、岡⾕１、諏訪１、計 17 カ所 

 

１ 
 

0302.⽀援地域内の仕分け、配

送に協⼒してくれる担い⼿が

いる 

活動に対して、担い⼿

が⾜りているか 

 

現在リーダー2 ⼈、サブ

8 ⼈で専従体制を構築

する。 

2024 年

3 ⽉ 

達成状況 70% 
スタッフ 20 名ほどいるが、予算上専従者体制は難しく、活動状
況に応じて、活動費＋謝⾦＋旅費で対応している。 

2 
 

0303.ハブ拠点が安全に管理さ

れている 

 

ロジ・ハブ拠点が⾷品

の取り扱いルール等

を活⽤し、適切に運営

できているか 

 

事故なく、活動を⾏うこ

とができている。 

不慮の事故にも対応で

きるよう適切な対処⽅

法をとっている 

2024 年

3 ⽉ 

達成状況 90% 
・活動数、参加⼈員が増え続ける⼀⽅、無事故、無違反を継続。 
・全国⾷⽀援活動協⼒会の発⾏物「あんしん⼿帳」をフルに活⽤

して安⼼・安全に衛⽣管理に努めている。 
・不測の事態には、賠償・損害など 1 事故最⼤ 2億円の保険加⼊

を継続している。 
・初めて開くイベント等には、⾼齢者や⼦どもが安⼼して参加で

きる環境を整えるため、安⼼⼿帳による徹底や公衆衛⽣学の専
⾨家(鷹野和美医学博⼠)コロナ対策の BCP（事業継続計画）ア
ドバイザーになって開催している。 

2 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐ 短期アウトカムの内容  ☐ 短期アウトカムの表現  ☐ 短期アウトカムの指標 ☐ 短期アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
 スタッフや参加者に、感染者が出ないよう、３密回避とマスクの着⽤や除菌・消毒などの徹底を図っている。 
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③ 広報 (※任意) 
1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等）   2.広報制作物等   3.報告書等 
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2021 年度事業 中間評価報告書（実⾏団体） 

評価実施体制 
内部／
外部 

評価担当分野 ⽒名 団体・役職 

内部 事前評価計画・⾃⼰評価策定 原⼭政幸 信州こども⾷堂ネットワーク副代表・労協ながの 専務 
内部 初期値 データ集計評価 ⾼⽊徹也 学習塾講師 学習⽀援員・データ管理・企画⽴案等 
外部 事前評価計画策定アドバイス 井 原 聖 ⻑野県県⺠⽂化部こども若者局次世代サポート課 
外部 事前評価計画策定アドバイス ⼩松幹典 ⻑野県県⼈権・男⼥共同参画課県こども・⼥性応援 PG 

 
A）事業のアウトカムの進捗状況の評価 
① 短期アウトカムの進捗状況 

アウトカムで捉え
る変化の主体 

指標 ⽬標値 達成時期 これまでの活動をとおして把握している変化・改善状況  

居場所 ①居場所・相談ケア・⾷
材配布拠点の数の変化
（ 事 業 開 始 時 と の ⽐
較）／②域外、域内それ
ぞれからの寄贈物資量
／③資⾦的⽀援の調達
状況 

⽬標：こども⾷堂
数、200 ヵ所 
 

2024 年 3
⽉ 

① 居場所は、140 ヵ所の信州こども⾷堂ネットワークの各こ
ども⾷堂数・相談ケアも 20％の⾷堂で実施 
・⾷材配布拠点としての機能ができてきた。 

② 県内、県外とも寄贈数は半々であるが物資量は県外が
70％である。 

③ 資⾦的⽀援の調達状況は、助成⾦が中⼼である。 
⽬標：こども⾷堂数、200 ヵ所に対し、9 ⽉中現在 140 ヵ所、
⽬標に対する達成状況 68％に⽬標達成が微妙。 

協⼒団体 具体的な企業・団体・⾏
政の協⼒機関のリスト
化／事前評価時からの
エコマップの変化／持

⽬標：80 万点、200
トン強の受け⼊れ体
制 
 

2024 年 3
⽉ 

具体的な企業・団体・⾏政の協⼒機関のリスト化を図る。 
事前評価時からのエコマップの変化持続可能な配送体制の確
保の結果のまとめる時間がない。⽇々の活動で精⼀杯。 
⇒こちらにはリスト化した情報及びエコマップをもとに
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続可能な配送体制の確
保（複数の事業者連携
による倉庫の確保・無
償配送⽀援など） 

協⼒団体の過不⾜及び配送体制の充⾜度については、期
待度が多ければ不⾜になるが、現状の物量に合わせて何
とかやりぬいているのが実態である。                     
⼀番は、⼤きな物流倉庫などが、安価で貸してくれる場
所が多くあることを求めてやまない。 

共⾷、⾷育等⾷⽀援
が必要な⽀援対象
者 

こども⾷堂・フードパ
ントリー・宅配事業の
実績と新しい⽀援対象
者からの相談件数 

⽬標：400 回４万⼈
の⽀援体制の構築 
 

2024 年 3
⽉ 

⽬標に対する達成状況が現時点で 110％と⽬標がすでに超え
ている、急激なコロナ感染と物価⾼の英起⽤を受け、⽀援対
象者が増え続けている現状である。 
前年に⽐べ回数は約 160 回と同様であるが、参加⼈数は昨年
1.3 万⼈に対し、約 2 万⼈の 7 千⼈増えている。 

     
     

 
 
②  アウトカムの分析「⑧アウトカムの達成度」（※任意） 

評価⼩項⽬ 評価⼩項⽬の評価結果 評価結果の考察 
事業開始時よりも⼈・物・カネなどの確
保が増え、⼦ども達への⽀援体制が充実
しているか 

① 居場所 140 ヵ所、 
相談ケア拠点 12 ヵ所 
相談件数 1,395件 
⽣活⽀援 4,867件 

②  ⾷材配布拠点数 14ヵ所 
43 万点、54 ㌧ 

③ 資⾦調達においては助成⾦が
中⼼。寄附⾦ 150万円 
寄付型⾃動販売機による寄付
は 21 年度約 26 万円 

【想定外の波及効果】 
当初は、指標とは設定していなかったが、寄贈が豊かになっ
たことで、配り先がこども⾷堂だけではなく、こども⾷堂に
参加できない⽣活困窮家庭への宅配事業が拡⼤している。 
【受益者のニーズの変化】 
・受益者のニーズの拡⼤に伴う、物資の質量とも増え続け、
物資の管理、配送体制、敏速性が問われ、直⾯している課題
が変わってきていることに対する体制の強化が問われる。 
【事業を⽀えるボランティア・担い⼿の確保】 
・モノが集まってきて保管配送のシステムを⽀えるスタッフ
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 の確保が課題。スタッフを確保するための活動は重点項⽬。 
 

 
 

事業のアウトカムの進捗評価 評価結果の考察 
事業のアウトカムの進捗の程度は、事業終了時には 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値を上回っての達成の⾒込みがある  

 þ 短期アウトカムの⽬標値の達成の⾒込みがある 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値はおおむね達成できる⾒込みがある 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は不透明である 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は難しい 
と⾃⼰評価する 

⽬標に対する達成状況が 8 ⽉末現時点で 100％である、
事業終了時に⽬標を上回る。 
また、配送体制も強弱あるが実態に合わせ構築できそう。 
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B）事業の改善状況の評価 
① 事業の実施過程・事業改善に関する評価 

評価項⽬ 評価⼩項⽬ 評価結果 考察 

実施状況の 
適切性 

⾷品などの受取、配送体制
が事業開始時と⽐べ構築さ
れていうかどうか。配送体
制が弱いルートはないかど
うか。 
 
 

エコマップ参照 増えつづける寄贈物資の保管機能と配送体制について 
・むすびやの拠点について・・・10t ⾞は無理。４ｔ⾞○。１階の物
資を置くスペースの拡⼤はできない。⻑野市で 10t ⾞をつけられる
場所の確保が課題。 
・塩尻の拠点について・・・常設の倉庫兼居場所として活動を開始
している。 
・松本は、⻑野県の中⼼地にあり、10㌧⾞も対応できる。 
 更に、冷凍⾷品も 1㌧は対応できる。 
・物流拠点も含めて松本と塩尻と⻑野の上⽥の 4ヵ所⽅の場所が整
備され、物量の増えた分は確保できるが、⻑野の冷凍冷蔵庫の移転
が持ち上がってきた。←⼤きな課題となった。 

実施をとおした
活動の改善、 
知⾒の共有 

複数のステークホルダー
との連携により実現した
⾷糧⽀援体制の事例が⽣
まれているかどうか。 
 
 

４つの社会福祉法⼈
が連携して、⽀援⾷料
の広域調整のための
パントリー（倉庫） を
設け、ここを拠点とし
て全県的な⾷の助け
あいの推進や活動団
体間の連携を促進 

もともと困窮者らを⽀援してきましたが 2018 年に近くに移転し、
使わなくなっていた同市の救護施設「旭寮」の⼀部（延べ約 100㎡）
を活⽤しました。4 社会福祉法⼈や関係団体の連携を⽬指し、より
良い暮らしに結び付くことを願って「むすびや」と命名。 
今後、冷蔵庫も配備し、現在ホットライン信州も倉庫として⼀部活
⽤しながら⻑野県県社会福祉協議会、⻑野市社会福祉協議会、⻑野
市社会事業協会、信濃福祉施設協会と連携を図っている。 

組織基盤強化・
環境整備 
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② 短期アウトカムの状態の変化・改善に貢献した要因や事例 
 
③ 事前評価時には想定していなかった成果 
 
    
④ 事業計画の改善の必要性の確認   

 þ 社会課題のニーズに事業計画の内容は合致している 
 þ 受益者や事業対象グループのニーズに事業計画の内容は合致している 
 ☐ 事業計画に記載している活動は、アウトプット➾アウトカムへのつながりが実際に確認できている 
 ☐ 残りの期間の資⾦配分・⼈員体制・スケジュールは活動を円滑に⾏えるよう計画されている 
 ☐ 短期アウトカム指標は、事後評価時に測定し、達成度を評価することが可能な内容になっている 

 
 

事業の改善状況の評価結果 評価結果の考察 

残りの事業期間で、事業が短期アウトカムを達
成するために 
☐ 事業計画は適切に改善されたといえる 
þ 事業計画を適切に改善する⾒込みがある 
☐ 事業計画の改善について、課題が残って
いる 
 

と⾃⼰評価する 

・爆発的なコロナ感染状況下と⻭⽌めのかからない物価⾼に、⽀援者が急増している現状に、現在は限られ
た⼈員の献⾝的な激務でなんとかこなしているが、スタッフがコロナ感染になる⾼リスクを抱えている。 
・更に、こども⾷堂に⾜を運べない、⾞がない家庭への宅配、⼝コミによる希望者増え続けている。 
・コロナ感染者も⾝近に出てくるなど、すでにスタッフは限界である。 
・⼤量寄贈物資の荷受け体制を強化したことで、県内外から多くの企業・団体から⾷品物資を受⼊れ必要な
⼦ども達へこども⾷堂を通じて分配することができている点で事業は計画通り進捗している。 
・また、委員会の結成、⾷フェスタの開催が県を始め県社協、地域振興局などとのステークホルダーと連携
を深める機会となったことが事業推進の追い⾵となっている。 
・⼀⽅で、コロナにより受益者や事業対象グループのニーズに変化が⽣じてきており、こども⾷堂に⾜を運
べない、⾞がない家庭に対する⾷糧⽀援の仕組みも射程に⼊れた事業計画の⾒直しが必要であると考える。 
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⑤ 中間評価結果を踏まえて今後注⼒したい、または早急に取り組みたい事項をお聞かせください。 
・昨今の円安の流れから、⽀援物資の受け⼊れ量が少なくなっている。⼀⽅で要⽀援者が多くなり需要と供給のバランスが崩れつつある。 
 ⽀援物資の受け⼊れ量の体制強化が求められる。 
・⻑野市のデンバの冷凍冷蔵庫が 10 ⽉ 30 ⽇撤収となり、受け⼊れ場所の確保が課題となっている。 
添付資料 活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、３〜4枚程度）  
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